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  小学校が行う稲作体験で、昨年度に引き続き、４Ｈクラブ員が田植方法を指導した。ク
ラブ員は、今後も秋の収穫に向け、成長の様子を見届けながら適宜指導をしていく。

　野田小学校では、ふるさと学習と称して地域の暮らしを学ぶため、高学年による稲作体
験を行っている。昨年度、４Ｈクラブに対して講師の依頼があり、自家用に米を栽培して
いるクラブ員１名が田植えや稲刈りの指導を行ったところ、生徒や保護者から好評であっ
た。

　小学生たちは、８ａの水田に恵糯（めぐみもち）を手植えした。慣れない泥中での作業
に悪戦苦闘していたが、４Ｈクラブ員の指導でコツをつかみ、「苗ください！」「こっち
もください！」という声が飛び交う、楽しげで活気にあふれた様子だった。

　農業改良普及課は、引き続き４Ｈクラブ員の意欲的な地域貢献活動を支援していく。

今月の管内農業情報（田原農業改良普及課）

5月の農業情報

４Ｈクラブ員、小学生に田植え指導をふたたび！
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令和元年５月

田原市立野田小学校（田原市）

田原市４Ｈクラブ連絡協議会（20名）

田植えのやり方を全体に説明 苗を渡しながら、生徒たちにアドバイス


